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シニアファシリテーター　関　隆嗣 氏「想いを伝えるツール」

　私は、青少年団体に所属し、自然体験活
動や交流事業を長く担当しています。
この仕事に就いた15年ほど前、様々なNPO
団体が実施する子どもを対象とした体験活
動は、どれも似たり寄ったりな印象でした。

その頃の私は、自身の仕事である体験活動
に何か独自性をプラスしたいという思いと、

アメリカ発の環境教育プログラムという物
珍しさもあって、P roj ec t  WILDを学んでみようと思いました。

　まず、講習の最初は座学から入りました。その歴史やプログラムにつ
いて説明を受けたのですが、心に響いてきませんでした。ところが！アク
ティビティの体験に入って5分も経たないうちに、私の心に響き始めた
のです。体験からの学びが、心にスッと気持ちよく入ってきました。肚に
落ちた！という表現が当たるのかもしれません。動物の生態をゲーム感
覚で楽しく体験しながら、学びを深めていくことができました。体験と
学びがうまく結びつき、そのどれもが「うなづき」と「納得」と「感心
」できるものでした。

　それからというもの、キャンプのプログラムや学校の出前授業、指導
者養成講習会を自ら開催するなど、P roj ec t  WILDとは、もう10年以上
の付き合いになります。

　6年ほど前から、本場アメリカから講師を日本に招いて講習会も開催
されています。アメリカの大地に生きる動植物についてより深く学ぶこ
とで、自身のグローバルな視点、感覚にも磨きをかけることができていま
す。

　私にとってのProjec t   W ILDは、プログラムを通じて野生動物の生態
を伝えることはもちろんですが、自然に対する想いを同じくする全国の
人たちとつながることができる大切なツールとなっています。そして、
私たちが次世代に引き継がなければならない「自然WILDL IFE」を、気
持ちよく教え、伝えることができるのがProjec t  WILDなのです。
 




